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内容の要旨および審査の結果の要旨
ヒト大腸癌に対するモノクローナル抗体は数多く報告されているが，いずれも大腸癌以外の癌細胞や正
常細胞とも反応し特異性に限界がある。そこで本研究は，大腸癌にのみ特異的なモノクローナル抗体の確
立を目的として行なった。
免疫抗原は，ヒト大腸癌細胞株COLO-201からSmithらの方法の倉田・岡田変法に準じて細胞膜系可
溶化蛋白分画を抽出して得た。これを免疫源として，K6hlerとMilsteinによる細胞融合法を用いてモノ
クローナル抗体を作製した。得られたモノクローナル抗体の選択は，各種細胞株とCell-EnzymeLinked
lmmuno-SorbenｔＡｓｓａｙ（Cell-ELISA）法を用いて行なった。その結果，正常腸粘膜および大腸癌
以外の悪性腫瘍細胞株とは反応しない２種のモノクローナル抗体（KC－１，２）を得た。この２種のモノ
クローナル抗体についてCEAとの反応性，クラス・サブクラスの検索，加熱，酵素，過ヨウ素酸処理に
よる生化学的分析を行なった。さらに，このモノクローナル抗体の凍結組織標本との反応性を検討するた
め，酵素抗体法にて免疫組織染色を行ない，反応性の有無および染色パターンを分析した。得られた結果
は以下のごとく要約される。
１）ヒト大腸癌細胞株COLO-201から抽出した細胞膜系可溶化蛋白分画を免疫源として，細胞融合法を
用いてモノクローナル抗体の作製を試みたところ，３種の大腸癌細胞株のみと反応し正常細胞株および
２３種の悪性腫瘍細胞株とは反応しない２種のモノクローナル抗体（KC－１，２）が得られた。
２）ＫＣ－１，２のクラス・サブクラスは，いずれもIgM，ｘであった。また認識する抗原は，糖鎖の関
与しない蛋白であった。
３）ＫＣ－１，２は，大腸を含む13種の正常臓器，９種の胎児臓器，ＯＥＡとは反応しなかった。
４）ＫＣ－１を用いた免疫組織染色では，大腸癌における陽性率は，高分化型腺癌100％（15／15)，中分
化型腺癌８６．７％（13／15)，粘液癌０％（Ｏ／３）であり，粘液癌を除く大腸癌と高率に反応した。
以上の結果から，モノクローナル抗体ＫＣ－１，２は，高い大腸癌特異性を有しており大腸癌の診断，治
療上臨床応用が可能である。
以上本研究は，きわめて純度の高い大腸癌に対するモノクローナル抗体を作製し得たもので，癌研究，
治療に有意義な論文と評価された。
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